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Abstract 
This paper consists of two parts. One sets up the theoretical framework of knowledge repre-
sentation of metaphor that is based upon the analysis of the ]apanese traditional short and 
shorter poems; a Waka and a Haiku， inwhich real and imagery environments are found out to 
be important. The real environment includes real natural situations (RNS) and real psycholo-
gical situations (RPS). The imagery environment makes it sure to have general imagery situa 
tions (GIS) and specific imagery situations (SIS). An understanding of metaphor depends upon 
the fusion processes of four kinds of situations; that is， the fusion processes occur strongly 
when SIS are divergent into RNS and RPS while RNS and RPS are opposite to GIS and SIS dis 
tinctly. Another part is the section to prove the theoretical framework discussed above ex 
perimentally. 
Stepwise data-analysis of 85 students who read the simple metapor“The snake is progressing 





いる O すなわち[花の色は みせずとも]および[かをだにぬすめ 春の山風]
の個所である。[かをだにぬすめ 春の山風]は[春の山風(よ) かをだにぬ
すめ]となり、[春の山風]という自然現象に[かをだにぬすめ]と命じた表







: N 2]→[深窓の奥で:P 2]、[みせずとも:N P 3]→[姿を見せなくとも
: P 3]、[かをだにぬすめ:N P 4]→[かすかな気配でも知りたいものだ P







動機として存在する O その情調を背景に現実心理状況 (RealPsychological 
Situation: RPS)が設定される。その現実心理状況を転換して現実自然状況




とする傾向があるという。古今集の和歌の場合、 RNSの集合を N I N 1， 
N 51、RPSの集合を P I P 1，…， P 51、現実自然心理状況 (RNPS)の集合を
N P INP3， NP41とすると、
Original State (OS) : (N I ^ (N 2^  N P 3) )→(NP4^ N5) 
Understanding State (US) : (P 1 ^ (p 2^  P 3))→ (P4^ P5) 




Nの中に NPをいれてUSへの契機としたのである o U Sが規定されない例を
引くと、「新古今集巻十一恋歌」に[しるべせよ 跡なき浪に こぐ舟の

























現実環境 (RealEnvironment)は現実自然状況 (RNS)と現実心理状況 (RPS)か
ら構成される。またイメージ環境(ImageryEnvironment)は普遍的イメージ状
況 (GeneralImagery Situation: GIS)および特殊イメージ状況 (SpecificImagery 



















イメージ状況 (SIS)が生起する O 具体的に指摘すると、切点(H)、切点(1)、およ























げられる o [西湖]→[美人J^  [寂実]→[西施]となる o [丙施]→[晴JV [雨]
→[附]となる O かくして最終的に[象潟J[西施J[雨]が主要語句として残る O
















































注1.問 lの回答欄は( 一 )のみであり、一対の単語しか記入できないよ
うに作成した。
計算上の)1買列数は3P 2= 6となる O
注 2. 問3の回答欄は (A1-A2)、(B1-B 2)の2対しか設定しなかった。
85名のデータの問 1の重要語の)1買序対の出現数は(蛇，直進〉が67、つぎに
(虫色獲物〉が17、〈獲物，直進〉が lであった O 実際には計算上の)1貢列数の半
数が重要構成配列として選択されたわけだ。〈獲物，蛇〉、(直進，蛇〉、(直進，












































[蛇]の場合、分類語とは生物、動物、間虫類を指す。分類語集合をA1: j a 
11， a 12，……， a 1 h I とし、ある要素を a1x， a1Yとする。部分的特徴と
は個体の部分を示す属性であり、毒、鎌首、牙、鱗等である。部分的特搬の集




の場合を A3 : 1 a 31. a 32. …… a 3 iIとし、ある元を a3x. a3Yとする。
最後に状態的特徴として、くねくねしている、曲がっている、のたうつもの等
の属性を挙げることが出来る。この集合を A4: !a 41 • a 42 • ……. a 4 kl とし、




丸呑みにする等である。この場合を B1 : 1 b 11. b 12. ……. b 1ml とし、こ
の中のある要素を b 1 X • b1Yとする。一般的行動とは、それ以外の相当数の
他の個体・事象にも見られる活動・動きを指す。[獲物Jの場合、逃げる、走る、
捕まる等である。この一般的行動の集合を B2: 1 b 21. b 22. ……. b 2 n Iとし、





1 c 11. C 12. …… C 1 P Iとして、その中にある要素を c1x. CIYとする。
イメージ的属性とは、そのシンボルによって喚起された観念を指す。[直進]
では、脇目も振らず、速い、安定している等である。イメージ的属性の集合を
C 2: 1 C21. C 22. …… C 2 qI とし、このある要素を C2X. C2Yとする。
最後に連想的になるが、これは、ある個体・事象が触発した連想対象を指す。
[直進]の場合、ロケット、鉄砲玉、一本道等がある。この場合を C3 : 1 C 31. 
C 32. …… C 3 r I とし、このある要素を C3X. C3Yとする。
段階 1 属性語の想起不備・対立属性語の選択の不適切・文章理解ナシ
I SNo. DS-141 
[蛇]の属性語 :A11. A21. A32. C11 




属性語の順序対 (a]X， C3 X) (Cj X， C3 Y ) 
説明:二つの順序対とも現実の状況を設定し得ないものである。




[蛇]の属性語 :Az3，B]l， Cz1 
[直進]の属性語 Ad，Bz1， Cz2， C31 
属性語の順序対 (b]X，bzX) (Czx， czx) 
説明 (CZX，czx)の対は、この限りにおいて対立が成立している O





段階 3 隠聡理解の不徹底 1 S N o. K K~16 1 
[蛇]の属性語 A]2，A31， B]l 
[直進]の属性語 Aj1，Ad 
属性語の JII~序対 (b j X ， a4x) 
説明:この順序対は意味的には対立しているが、 (b]X，a4x)→( a 
]X， bzX) と推移したために現実世界を拡大してしまった O この思
考の推移は状況を暖昧にし、理解の不徹底を招来する結果となった。
段階4 隠聡の平凡な理解 ISNO.KK~91
[蛇]の属性語 A]l，Az1， A41， Bz1 
[直進]の属性語 A]l，A41 
属性語の)1貫序対 (A4x，a4x) 





A4Yとすると、 A4xハA4Y =持である O もし{蛇はくねくね進む]
PはTであり、[蛇は真直ぐに進む] ; QがFであるならば、 P^
Q=Fとなり問題はない。 P^Q=Tであり、かつA4xnA4Y=世
が成立することが問題なのである o K K-9はこの論理的矛盾を[全
体として見ると] ; Rで結合しようとした O つまり R:2P^Qである
とした O 従って Rでは PとQは結合するが融合は生起しない。かくし
てKK-9は隠聡を結合的にしか理解できなかったし、その理解も平
凡なものに止まったのである O
段階5 隠聡の本質的な理解 IS N O. R E -21 I 
[蛇] の属性言苦 A]l，A21， A31， B]l， B21 
[直進]の属性語:A41 
属性語の順序対 :<b]X，A4x) <a3x， a4x) 
説明 <a3x， a4x) は対立を構成しているとはいえないが<b ] X ，
























属性語の順序対 (azx，a)x) (azY， a]Y) 




しかし、 DS-14に比較すると DS一 7の属性語は全般的に現実世界
における objectsであるといえる。
段階2 対立属性語の対構成の焦点不鮮明・文章理解ナシ
I S N O. D K-1 I 
[蛇]の属性語 Bt1，Bz3， C)l 
[獲物]の属性語 Bz1，Cz4 
属性語の順序対 (bzX，czx) (bzY， czY) 
説明 :DK-1の二つの対も DS-7のように考察する。 Bzは一般
的行動を指示し、この行動は指向性に欠けるものである O また C2は








段階3 隠聡理解の不徹底 I S N O. R E-lO I 
[蛇]の属性語 B22，C21 
[獲物]の属性語 B22，C21 
属性語の順序対 :(B2x，b2x) (B2Y， b2Y) 
説明 :RE-lOの二つの順序対も DS-7. DK-1のものと同様な
処理をする o R E-lOの対は、意味的には対立している。 RE-lOは
この対立を理解するために[蛇が直進する]のは[獲物]の存在を前
提としこの関係から[蛇]と[獲物]は対立していると受け止める。
これは、そのとおりに相違ないが、折角の属性語の分析が生かされず
に元の世界に戻ったといえる。 RE-10のこの理解はKK-16のもの
に類似しているといえる。かくして、この思考の推移は状況を元に戻
して理解の不徹底を招くことになった。
これをまとめると主格、目的格を対とした場合、主格と目的格は相互に規制
し合って平板な対立しか構成し得ず、その間に高次の緊張的な洞察的な理解は
生起し得ないといえる。しかし、(蛇，獲物〉の順序対を選択した被験者の誰
もが段階4、5の理解を示さなかった理由付けとして、それ以上に主張できる
ことは、〈蛇，獲物〉の順序対よりも〈蛇，直進〉の順序対のほうが、隠聡理
解の為の反義的な属性語の対構成を形成しやすかったのではないかということ
である。つまり、[蛇]はそれ自体[くねくねする] [くねくね動く] [くねく
ねと進む]という属性を含蓄している。〈蛇，直進〉の順序対においては[く
ねくね進む]と[直進する]が相対立する可能性が大きいといえる。即ち、(蛇，
直進〉の順序対においては極めて自然に[くねくねと進む蛇]対[直進する蛇]
の対立する観念・映像形成が生起する蓋然性が大であるといえよう O
6 結び
認知科学における困難な課題は人間の概念体系を明らかにする試みである。
就中、知識分析の問題で最も複雑で多面的な様相を呈するのが隠験という表現
??
馬場雄二
形式である。隠聡は特に詩歌に重用され、その意味的光彩を陸離とさせるもの
である。隠聡には多様の定義・解釈が存在し百人百様の受け止め方があるとい
うのも事実である。この研究においては、日本の伝統的な短詩、和歌と俳句を
当面の対象として隠験の状況分析を試みた。その結果、現実自然状況と現実心
理状況からなる現実環境と普遍的イメージ状況と特殊イメージ状況を構成要素
とするイメージ環境が措定された。更に、これらの状況、環境から次々と総合
イメージ環境と融合イメージ環境が導出された。問題はこれらの隠聡の理解が
日常使用しているものに適用出来るか否かということである。このために簡単
な隠聡文を用意して属性語の列挙、その意味的対立語の設定、対立語の理解程
度と段階的に設問して、隠聡の理解を探索しようとした。この結果から、属性
語の順序対の対立設定が重要であり、更に対立場面の現実状況とイメージ状況
の融合的把握が隠聡理解の基本であるという結論に達した。
後記 この論文は1987年12月4日に機械振興会館の6階66号室で開催された人工知能学会第
1回研究会のヒューマンインタフェースと認知モデル研究部会で発表した研究資料
(SIG-HICG-8701)を一部改訂したものである。
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